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6. アジア遠隔医療シンポジウム 
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アンケートへの回答

非常に良い 38 非常に長い 0 非常に良い 25 勧める 34

良い 11 長い 0 良い 15 多分勧める 5

悪い 0 ちょうど良い 37 悪い 0 多分勧めない 1

非常に悪い 0 短い 3 非常に悪い 0 勧めない 0

非常に短い 0

第11回 䜰䝆䜰遠隔医療シ䞁䝫䝆䜴ム（㻭㼀㻿）
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Q2. 期間について（2日間）
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第 11 回アジア遠隔医療シンポジウムを終えて
　2017年 12月 15・16日の 2日間に渡り、マレーシアのクアラルンプールにて第 11回アジア遠隔
医療シンポジウム（ATS）が開催されました。会場のマラヤ大学医療センターには 12ヶ国より 150
名を超える参加者が集まり、また世界 7か所でストリーミング視聴が行われました。シンポジウムで
は遠隔発表も含め 13か国から 44の発表がされました。
　今回の ATSは「$SSOLFDWLRQ RI (GXFDWLRQDO 7HOHPHGLFLQH LQ 7HDFKLQJ +RVSLWDOV」と題され、大
会会長の Dr. +R 6KLDZ +RRLの開会挨拶では、各国の教育病院で遠隔医療教育を促進する重要性が述
べられました。遠隔医療の教育への活用やその利点はますます注目されています。しかしながら、知

識や技術的支援、良いネットワークや機材の不足等のため、遠隔医療を始めるきっかけを掴めないと

いう声も聞きます。ATSは遠隔医療教育の経験豊富な医師やエンジニアが多く集まるため、これから
遠隔医療を始めたいという方々にとっても非常に良い場だと考えます。

　初日の Plenary sessionでは、マレーシア、インド、フィリピン、シンガポール、インドネシアより、
各国で活発に行われている遠隔医療教育活動について発表がなされました。八尾建史教授は、中国や

ベトナム、タイ、バングラデシュなどアジア各国と進める多施設共同研究について発表をされました。

遠隔医療は国際的な研究の壁である物理的距離を越え、世界の医療品質の向上に貢献する共同研究を

円滑に進める鍵ともなります。

　2日目は新しく遠隔医療教育活動を始めた施設からの発表で始まりました。インドネシアのMr. 
3RJJ\ ,QGrD $GLW\Dの発表では、2016年に開催された第１回インドネシア遠隔医療ワークショップ
前後での医師とエンジニアの関係の変化についての説明もありました。遠隔医療活動を進めるために

は、医師とエンジニア間に良好な関係性があることも必須だと我々は考えます。ワークショップを通

してより良い関係が構築されたことを知り、とても嬉しく感じました。その後は医師とエンジニアに

分かれ、-636セミナーとエンジニアワークショップを開催。それぞれで活発な質疑応答やディスカッ
ションが交わされました。

　次回の ATSは 2018年 11月、福岡での開催を予定しております。第 1回の開催以降、福岡開催の
大会会長は清水教授が務められましたが、そのバトンは森山智彦先生へ渡されます。遠隔医療活動の

流れも、遠隔医療の礎を築いた世代からその後を継ぐ世代や年々増える新しいメンバーへと広がって

います。第 12回目の ATSにも遠隔医療に携わる多くの方々をお迎えできることを楽しみにしており
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉田良子）
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